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令和元年 第２回定例会令和元年 第２回定例会
本定例会は６月６日から６月21日までの16日間開催されました。

専決処分４件を含む報告２件、議案10件、発議１件、請願２件、陳情１件を

慎重に審議しました。

補
正
予
算
質
疑

令和元年度一般会計補正予算(第１号)

補正額 １億　154万円 増額

補正後の額 71億6,654万円 

補正予算の主な内容

○多世帯同居リフォーム支援事業補助金 300万円

○プレミアム付商品券事業 総額6,926万円

○活きいきランド体育施設事業 総額 　438万円

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

 28万円増 総額 15億　536万円

飯田高原診療所特別会計補正予算（第１号）

 増減なし 総額 6,865万円

介護保険特別会計補正予算

 11万円増 総額 14億8,766万円

佐
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明
郎
議
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Ｑ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
委
託
費

は
、
１
、１
０
０
、０
０
０
円
。
シ
ス
テ
ム
導

入
委
託
の
必
要
が
あ
る
の
か
。

Ａ
　
新
た
な
国
の
事
業
で
あ
り
対
応
で
き
る
よ

う
に
処
理
す
る
た
め
必
要
な
委
託
で
あ
る
。

Ｑ
　
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
８
、６
２
４
、０
０
０
円
は
当
初
予
算
の
算

定
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
　
計
画
に
基
づ
い
て
、
当
期
予
算
と
し

た
。
今
回
の
補
正
は
消
費
税
の
増
税
と
介

護
減
免
と
な
る
分
、
全
部
を
合
わ
せ
て
特

別
会
計
に
繰
り
出
す
も
の
で
あ
り
通
常
は

な
い
こ
と
で
あ
る
。

プレミアム付商品券事業とは

　10月からの消費税増税に伴う国の事業です。

住民税非課税者や子育て世帯（0～2歳児）を対

象に商品券を販売します。

　額面2.5万円の商品券を２万円で販売します。

　対象者

　2019年度住民税非課税者

　3歳未満の子が属する世帯の世帯主

●商品券の販売は９月２日から（使用期間は10月１日か

ら）を予定しています。

◆ 令和元年特別会計補正予算 ◆

◆ 補正予算の主な内容 ◆

〈千円以下切り捨て〉
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令
和
元
年
、
５
月
７
日
か
ら
５

月
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
京
都
府

の
京
丹
波
町
及
び
京
丹
後
市
丹

後
町
に
お
い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　
京
丹
後
町
に
お
い
て
は
、
森
林

資
源
を
生
か
し
た
「
ぬ
く
森
の
イ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
」
は
、
毎
年

町
内
で
誕
生
す
る
こ
ど
も
全
員
に

町
内
産
の
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
背
も

た
れ
の
な
い
小
椅
子
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
製
作
は
全
て
町
内
業
者
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
受
け
取
っ
た
各

家
庭
は
木
の
ぬ
く
も
り

と
共
に
郷
土
の
環
境
に

感
謝
し
郷
土
愛
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、

心
を
育
て
る
重
要
性
を

再
認
識
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
の
駅
を
実

際
訪
ね
、
検
討
に
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び

ま
し
た
。

　
丹
後
町
で
は
町
民
に

よ
る
「
支
え
合
い
交
通
」

を
運
行
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
支
え
合
い
交
通
は
、

公
共
交
通
の
空
白
地
帯
を
地
域

住
民
自
ら
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
り

自
分
の
車
を
使
い
、
支
え
合
う
シ

ス
テ
ム
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
都
合
で

対
応
す
る
た
め
拘
束
感
が
な

く
、
最
近
は
外
国
の
観
光
客
の
利

用
も
ふ
え
て
い
ま
し
た
。

　
九
重
町
で
は
コ
ミ
バ
ス
等
を
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
手
段
の

確
保
は
重
要
課
題
で
す
。

　
民
間
事
業
者
と
の
意
思
疎
通

が
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
す

が
、
可
能
性
は
探
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
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京丹波「ぬく森のイス」

丹後町での研修の様子

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

第 2 回定例会議案一覧

（注） 全員一致の場合は「可決」または「否決」と記しています。

 可否が分かれた場合は、各議員の意見等詳細を載せます。
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専決処分の報告同承認を求めることについて

平成30年度九重町一般会計繰越明許費繰越計算書について

九重町ケーブルテレビネットワーク施設条例の一部改正について

九重町過疎地域自立促進計画の一部変更について

簡易水道事業条例の一部改正について

堆肥舎施設及び畜産団地施設の譲渡について

九重町介護保険条例の一部改正について

令和元年度九重町一般会計補正予算（第１号）

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度飯田高原診療所特別会計補正予算（第１号）

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

財産取得について（ごみ収集車）

承認

可決

結果番号

無

総建産

教民観

無

報告

議案

付託 案　件　名
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教育民生観光常任委員会

審 査 報 告
請願

２件

陳情

１件

条例改正

１件

後河内公民館を視察

介護保険料が一部軽減されます

　本年10月に消費税率が１０％に引き上げられます。そのため、これまで介護保険料の軽減措置を受けていた

方々の中で、第１～３段階の方 は々より一層の軽減化を受けることになります。保険料の賦課は年度単位ですの

で、４月からの保険料はこの軽減化を勘案して設定されます。

　軽減化は第１段階で保険料基準額の０.４５→０.３、第２段階で０.７５→０.５、第３段階では０.７５→０.７です。段

階の区分は九重町のホームページ、　くらし・町政>生活ガイド>税金>介護保険料　をご覧ください。

公民館の老朽化に伴う建替え

お願いについての陳情書

　後河内区　区長　佐藤清隆氏からの陳情です。

　麻生原分校廃校に伴い、校舎と運動場を後河内公

民館としておよそ６０年に渡り後河内区民の地域活動に

使用してきた。改修を繰り返したが、建物の老朽化が

著しく使用が困難になっている。

　現地調査で現状を確認し、地域の実情も鑑み、採

択しました。

少人数学級推進・複式解消など定数改

善と、義務教育費国庫負担制度２分の１

復元および制度の拡充に係る意見書の

提出に係る請願書

　大分県教職員組合玖珠支部　執行委員長　秋好

努氏、九重町PTA連合会　会長　日野隆一郎氏、

九重町小中学校PTA会長一同からの請願です。

　「学校現場での課題がますます複雑化・困難化して

おり、子どもたちの教育環境改善には、少人数学級を

推進し複式学級を解消すること、教育の機会均等と水

準の維持向上には、義務教育費国庫負担割合を２分

の１に復元する等制度の拡充が必要である。」本請願

の趣旨は理解できるため、採択し、国の関係機関に意

見書として提出します。

胃がん撲滅にピロリ菌検査導入について

の請願書

　公明党九重町代表　安藤信吾氏、小笠原一男氏

からの請願です。

　「ピロリ菌感染は胃がんの原因であり、ピロリ菌の早

期発見、早期除菌は胃がん発症を抑制するとされてい

る。県内外でピロリ菌の検査や除菌を公費で負担して

いる自治体がある。九重町でも定期住民健診などでピ

ロリ菌検査を追加実施し、個人負担の一部もしくは全

額を公費とすること、ピロリ菌検査の重要性と除菌への

保険適用を周知すること。」これらのことが請願され、

町民の健康維持促進や医療財政面からも理解できるた

め、採択しました。

陳情

請願

請願

皆さんからの陳情や請願は採択されました

３５
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特  集

６

臨時会　第48号工事請負変更契約　可決

粟野橋　橋梁補修工事

5,562万円→6,279万円（千円以下省略）

3
27

防災訓練
6 

4

第29回大分県ブラックアンドホワイトショウ
4
20

　
大
分
市
み
ど
り
の
王
国
内
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
で

応
援
に
行
き
ま
し
た
。

　
九
重
町
か
ら
は
５
頭
出
品
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
日
ご
ろ
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

第
２
部
　
㈲
馬
場
牧
場

　
　
　
　
高
倉
　
敬
典

第
３
部
　
甲
斐
　
和
也

第
６
部
　
甲
斐
　
和
也

第
９
部
　
岡
嶋
建
一
郎

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
粟
野
河
原
に
て
玖
珠
郡
合

同
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
県
警
、
自
衛
隊
、
消

防
署
、
地
元
自
治
体
、
消
防

団
等
々
、
郡
内
の
多
く
の
団

体
が
参
加
し
て
２
年
に
１
度

行
わ
れ
ま
す
。

　
小
雨
降
る
中
、
本
番
さ
な

が
ら
の
緊
迫
感
で
し
た
。

　
訓
練
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
す
！

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
日

ご
ろ
の
活
動
と
共
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　
町
民
全
体
で
様
々
な
防
災

訓
練
が
で
き
る
よ
う
議
会
は

積
極
的
に
働
き
か
け
ま
す
。

土砂に埋まった車から人を救出する消防士の方々

審査の様子子どもたちも一緒に

ドローンを飛ばして
被災状況を確認する

活

動

報

告
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一人の犠牲者も出さない構えで防災を

「九重町の水」としてブランド化し
町内外で積極的に利用しよう

　　　国立公園満喫プロジェクトなど国による観光施

策が実施されているが、九重町への具体的な影響や

効果は。

　　　小松地獄の再

整備、やまなみハイ

ウェイのマラソンコース

や長者原園地の整備

など多くあり、地元の観

光協会からは好評を得

ている状況である。

　　　来年「山の日」全国大会が大分で開かれる。

九重の山に来た人は、町の良さを知って、いろんな種

類の温泉があることをまた知って、宝泉寺に行き竜門

に行き、楽しんでリピートするしかけを作ってはどうか。

　　　「山の日」全国大会を契機に九重町全体をさら

にPRしていく。吊り橋の利用者を増やすような取り組み

は、しっかり考えていきたい。提案については、今後

内部協議をしていきたい。

　　　４月に全戸配布したハザードマップは非常に見

にくかった。防災月間の設定と地域での避難訓練を早

急にするべきでは。

　　　反省している。早急な対応をしたい。

　　　４月から稼働した南山田の水工場。再雇用も一

部実現し、安堵している。

　九重町も独自のラベルを作ってブランド化し、会議や

宣伝等、積極的に利用してはどうか。

　　　町と企業が一体となって地域の活性化に寄与

できるよう進めていく。企業とも話を深めながら、いろん

な方法で支援をしていきたい。

増
田

　裕
子

九重町全体の総合的な事業として

よりよいものをつくっていきたい

九重に全国から注目が集まっている今こそ
地域づくりとしての観光戦略を積極的に！

増田

増田

増田

増田

町長

町長

町長

町長

やまなみハイウェイでマラソンコースが

整備されている

おしゃれなオリジナルラベルのペットボトル

　…南山田の水工場で生産…

吊り橋で町ができること提案

・割引券を作り、どんどん配る。

・町民は無料にして、町民皆で九重町の宣伝をする。

・入場半券を町内観光・宿泊施設や温泉・商店

等で割引になる仕組みを広げる。

　他に、くじゅう地区管理運営協議会についても

聞きました。（くじゅうファンクラブ）

HP（http://kujufanclub.com/）

　国・県・竹田市・九重町・地元住民団体等

がつながり、自然保護・登山道維持管理・教

育・観光…50年以上にわたり活動を続け全国に

発信している。

一

般

質

問
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　　　国土強靭化の地域計画策定状況は如何か。

地域防災計画との違いは何か。

　　　強靭化計画は未着手。強靭化は全ての災害を

想定しており、地震や風水害等に関する現行の地域

防災計画は、強靭化計画の一部である。 

　　　町の業務継続計画（BCP）は完成したか。

　　　昨年度には完成予定であったが、優先業務が

あり未完成。早急に対応する。 

　　　災害関連の計画が複数あり、分かり易い形で

住民に情報提供すべきではないか。

　　　HPで情報提供している。パンフレット作成は費

用がかさむため未着手である。

　　　防災士の役割について、定期的にフォローアッ

プしているのか。

　　　スキルアップ研修を毎年行っている。約20名の

防災士が参加

している。東飯

田に続き南山田

でも、間もなく

防災士会が設

立される予定。

　　　新たに警戒レベルが５段階に区分され、この区

分表の基本にあるのは、自助と共助である。我々が危

機に対して適切な意識を持ち最善の避難行動をとるに

は、警戒レベルに関して学習する必要がある。近所で

の個々人の警戒時行動が大切なので、行政区などの

適切な単位で確認し合うべきではないか。防災士の協

力は有効である。

　　　希望する区を対象にマップ作りを行っており、そ

こで避難行動の話し合いもしている。ケーブルテレビの

番組で取り上げることも考える。

　　　各拠点での、行政機関、医療機関、商業施

設、金融機関、住居に関する考えは如何か。

　　　医療機関、商業施設や金融機関は民間であり

集約を進めることは困難だが、現状をもとにした拠点化

も考えられる。

　　　遠隔地や危険個所近辺の住民を合意的かつ

計画的に拠点地に転居することに関して見解は如何

か。新たな住居を計画的に準備する。空き家を町内

者の転居先にも活用する。

　　　行政面では公民館を地区の拠点としており、住

居の移転促進は困難である。

　　　高齢無免許者の移動を支援するために、毎年

一定額のタクシー券を配布しては如何か。

　　　デマンド交通は予約型で実施しており、タクシー

会社とも連携している。日常使用的なタクシー券助成は

検討対象にない。高齢無免許者全員を対象にする

と、かなりの事業費が必要になる。

　　　委員への報酬は十分か。満遍なく費用弁償し

ているか。

　　　委員報酬は、自律的な単独のまちづくりを選択

した後、町民納得の上でH18に日額4,000円から3,000

円とした。

災害対策 小さな拠点づくり構想

交通体系

委員会報酬

麻
生

　良
典 マップ作りの中で実施しているが希望区

のみである。CATVの番組等でも促す

新警戒レベルに応じた個人と近所の
行動を区等の単位で確認すべき

昨年のようには要らないが、もう少しだけ雨を

町長

町長

町長

町長

町長

麻生

町長

町長

麻生

麻生

町長

町長

麻生

麻生

麻生

麻生

麻生

麻生

一

般

質

問
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観光振興の重点の取り組みは

まちづくり協議会と行政の連携は

高齢者世帯、一人世帯の実態及び支援は

地域おこし協力隊の採用目的、

採用計画は

認知症の実態は・予防対策の

取り組みは

　　　地域おこし協力隊が国の制度によって町に採用

されているが町としての採用の目的は何か。今後の採

用計画は立てられているか。

　　　地域外の人材を積極的に活用して地域の活性

化に必要な施策を推進することが目的である。

　　　今後の地域おこし協力隊採用はあるのか。ど

のような配置を考えているのか。

　　　各地区公民館、まちづくり協議会との連携を図

るために、各地区に１名を配置していく。

　　　地区協議会の活動年数と共に独自での取り組

みをはじめ内容が充実してきたが、各地区に公民館職

員の配置もされたので、地区協議会と共に地域の高

齢者への支援や社会体育の普及を行政と連携して取

り組んで頂きたい。

　　　各地区で特色のある活動がされている。行政

として検証、協議は、進めていく。公民館職員と地区

協議会がともに連携して活動していく。

　　　町の観光振興にどう取り組んでいるのか。観光

宣伝の方法は。観光協会、会員との連携は図られて

いるのか。町内の観光施設の状況周知が町民に必要

ではないか。

　　　広域観光周遊ルートの開設やインバウンド対策

を進めている。観光宣伝は観光協会と連携して広域で

行っている。町内施設の完成に伴い住民が利用され

る施設は周知を図っていく。

　　　町内の一人暮らしの高齢者は何名いるのか。

困ることの実態調査が必要ではないか。また状況によ

る支援が必要ではないか。

　　　町内512人が一人暮らし高齢者、うち221人が

80歳以上。調査を行ってはいないが民生委員さんをは

じめネットワークを作り実態把握している。支援につい

ては多くの取り巻きの組織で実態にあった行動支援を

行う。

　　　町内の認知症の実態は。またどんな予防対策

をすればいいのか。

　　　昨年町内で455人が認知症と疑われた。予防

には①運動、②社会参加、③趣味を持つ、④食生活、

⑤早めの受診が効果的。町では特に効果的とされる

運動教室やサロン等への参加を勧めている。

有
吉

　富
生

調査し計画を立て対策していく

町の現状を把握しての振興対策は

有吉

有吉

有吉

有吉

有吉

町長

町長

町長

町長

町長

有吉

町長

長者原マラソンコース

（令和２年３月片側工事完成予定）

整備された小松地獄

一

般

質

問
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わたしのひとこと

　
九
重
町
に
嫁
い
で
18
年
が
経
ち

ま
す
。
そ
れ
ま
で
大
分
市
に
住
ん

で
い
た
の
で
こ
の
町
で
の
生
活
に

最
初
は
不
便
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
小
学
校
も
人
数
が
少
な
い
と

聞
き
友
達
は
で
き
る
の
か
、
学
力

は
大
丈
夫
か
な
と
不
安
な
気
持
ち

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
地
域
の
方
々

は
い
つ
も
優
し
く
温
か
く
声
を
か

け
て
く
れ
、
野
菜
を
く
れ
た
り
、

近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
供
達

に
お
か
し
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た

り…

。
今
で
も
本
当
に
周
り
の
方
々

に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

環
境
で
我
が
家
の
５
人
の
子
供
達

は
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
。
と

い
う
よ
り
地
域
の
方
々
に
育
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
小
学
校
の
運
動
会
が
あ

り
ま
し
た
。
全
校
生
徒
25
名
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
し
て
地

域
の
方
々
が
色
々
な
競
技
に
参
加

し
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
お
か
げ
で

素
晴
ら
し
い
運
動
会
に
な
り
ま
し

た
。

　
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
や
デ
パ
ー
ト

は
あ
り
ま
せ
ん
が
こ
の
地
域
に
は

人
々
の
優
し
さ
や
愛
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
子
育
て
が
で

き
る
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
又
、

心
豊
か
な
子
供
に
育
っ
て
欲
し
い

と
願
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
子
育

て
に
奮
闘
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

野
上
　
樫
原

穴
井
　
　
忍
さ
ん

こ
の
町
で
の
子
育
て

野矢小学校運動会

　
早
い
も
の
で
令
和
に
元
号
が
変
っ

て
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
歳

に
な
る
と
、
日
が
た
つ
早
さ
を
つ
く

づ
く
感
じ
ま
す
。
私
の
ま
わ
り
の
人

達
も
皆
、
同
じ
よ
う
に
年
齢
を
重

ね
、
気
が
つ
け
ば
、
あ
ん
な
に
元
気

で
バ
リ
バ
リ
だ
っ
た
母
親
世
代
の
人

達
も
腰
痛
や
ひ
ざ
痛
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
の
高
齢
化
が
進
む
今
こ

そ
、
隣
近
所
の
親
睦
と
融
和
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
幸
い
な
こ
と

に
、
私
が
暮
ら
す
中
村
中
一
組
は
、

年
代
を
問
わ
ず
何
事
に
つ
け
て
も
互

い
に
気
が
ね
な
く
会
話
す
る
事
が
出

来
、
行
政
区
独
自
の
行
事
の
参
加
率

も
良
く
協
調
性
あ
る
地
域
で
す
。
こ

の
関
係
が
次
の
世
代
に
も
、
受
け
継

が
れ
て
行
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
近
思
う
事

飯
田
　
中
村
中
一

武
石
　
新
子
さ
ん

花いっぱい運動の花壇中村中一夢サロン

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
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　今
年
の
梅
雨
は
記
録
的
な
遅
さ

だ
っ
た
。
庭
先
や
道
端
に
は
紫
や
ピ

ン
ク
や
白
い
ぼ
ん
ぼ
り
が
微
笑
み
か

け
て
く
れ
て
、
心
が
和
む
。
詩
的
に

は
紫
陽
花
に
雨
は
欠
か
せ
な
い
が
、

開
花
と
梅
雨
の
雨
は
関
係
し
な
い
。

気
温
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
雨
に
濡

れ
て
こ
う
べ
を
垂
れ
る
姿
も
良
い

が
、
お
天
道
様
を
仰
ぐ
紫
陽
花
は
強

い
生
命
を
感
じ
さ
せ
、
こ
れ
も
ま
た

趣
が
あ
る
。

　今
度
の
委
員
も
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
新

人
議
員
、
そ
れ
に
女
性
は
二
人
と
多

士
済
々
で
す
。
十
人
十
色
な
ら
ぬ
六

人
六
色
で
工
夫
を
重
ね
て
、
読
み
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
声
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

で
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
声
を
か

け
て
下
さ
い
。
紙
面
づ
く
り
と
い
い

町
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　麻
生

　良
典

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥
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長
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生
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　有
吉

　富
生
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　佐
藤

　明
郎

委
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　岐
部

　俊
哉

委
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　野
上
香
代
子

議会だよりについて

ご意見をお聞かせください。
【議会事務局：76－3814】

次回は９月です傍聴へどうぞ

第2回

議 会 ク イ ズ

全国で政務活動費の使い方が問題になって

いるけれど、九重町では議員１人につき月い

くら活動費があるの？

　　　　①ゼロ

　　　　②５万円

　　　　③活動に応じて支給される

　こんにちは、１期議員の岩尾茂

樹です。

　２回の議会定例会を経験しま

したが、当初予算等で改めて議会

の仕事が多岐にわたっていること

に驚いています。

　１日も早く先輩議員に追いつ

き、九重町がより元気になるよう

頑張ります。

（答え） 7ページを見てくださいね

南山田防災士会　　地域の新しいチカラ

南山田

住民型支え合い団体

「くらしのサポートセンター東」

いよいよ活動開始② 岩尾茂樹

東飯田


